
全学年 単元名「 小田ノ浜清掃活動 」（２時間） 

 

1 単元設定の理由 

大島中学校は全校生徒３７名の小規模校である。震災で大きな被害を受け復興途中の中，生

徒はどの活動や学習においても，積極的かつ真剣に取り組んでいる。 

大島中学校では，以前から，海水浴場への漂流物調査や清掃活動を行っている。復興支援を

通じて交流が始まった目黒区立東山中学校との共同活動の中に，共同での「小田ノ浜清掃活動」

を取り入れることにより，ふるさとの良さを知り，海を保全する心を育てることができるだけ

でなく，東山中との実際に共同して行う作業を通して，更にお互いを思いやり，助け合う心を

育てることができると考え，本単元を設定した。 

 

2 単元目標 

・ ふるさとを見つめ直し，ふるさとの良さを再発見する機会とする。 

・ 海を大切にし，海を保全する気持ちを育てる。 

・ 他校の生徒と共同の活動を通して，交流を深め，互いに支え合う気持ちを育てる。 

 

3 単元の評価基準 

・ 清掃活動を，楽しく積極的に協力しながら行っているか。 

・ 活動を通して，ふるさとの良さを知り，感じているか。 

・ 活動を通して，「海を保全する心」が育成されているか。 

・ お互いを思いやり協力しながら活動ができているか。 

・ 交流の気持ちが深められているか。 

 

4 単元の指導計画 

時 学習活動 指導上の留意点 

 

通常登校 

（１校時は普通授業） 

 

 

・1 校時目は普通授業を行う。 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

１ 移動 

・小田の浜へ移動開始 

２ 対面式 

 ・東山中との対面式 

 

３ 「小田ノ浜清掃活動」 

・活動の説明 

・清掃活動 

・漂着物調査 

・分類作業 

・片付け 

 

 

 

・小田の浜で東山中と合流し対面

する。 

 

 

・東山中と一緒に協力して清掃活

動を行う。 

 

・漂着物を確認しながら，漂着物

を集めさせる。 

 

・集めた漂着物を分類し，片付け

を行う。 



 

 
  

 

 

○ 移動 

・休暇村へ移動開始（観光協会バス利用） 

 

○ 「サバメシづくり」 

・ 開始 

・昼食 

○ 移動 

・大島中へ移動開始（観光協会バス利用） 

○ 演舞披露 

○ 惜別式 

 

○ 帰りの会  

○ 放課後の活動開始（部活動など） 

 

 

 

 

・サバイバル飯作りとして，空き

缶コンロ，空き缶釜，燃料用牛

乳パックを用いて，ご飯を炊

く。おかずは持参し，それを昼

食とする。 

 

 

・大島中への歓迎の意味を込め

て，大島中で行っている演舞

（大島中ソーラン）を披露す

る。 

 

外部連携 / 教材等 

・ 目黒区立東山中学校 

 

 


